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高台に計画されて
いる居住ゾーン等
とのアクセスに配慮

7 復興道路10年 復興道路10年 8

異例のスピードで
キックオフ

スタートダッシュの
ための工夫

2011.6
太平洋沿岸軸の緊急整備（復興道路）と
横断軸の強化（復興支援道路）が決定

2011.11
事業化（道路整備に向けた用地買収・調
査・測量・設計がスタート）

復興道路会議
事業の加速化を図るため関係者を一同
に会し事業進捗への合意形成を図る会
議を開催。

2011.9
道路整備のための事業評価手続き（事
業内容が適正か審査）

2011.7～8
復興道路・復興支援道路の具体的なル
ートが決定

［復興道路会議構成員］

県知事、東日本大震災復興対策本部現地対策本部

長（現 復興大臣政務官）、関係市町村長、地元経済界

代表、報道関係代表、東日本高速道路(株)東北支社

長、国土交通省東北地方整備局長

復興のリーディングプロジェクト
復興道路、始動

三陸地域の暮らしを支え、命を守る
6つの設計コンセプト
平時には三陸地域の暮らしを支え、災害時には命を守る機能を持った復興道路を実現するため、6つの設計
コンセプトを設定し、整備を進めてきました。

復興道路が通過するルートは津波で浸水
した区域を回避するよう設定しました。

低コスト
の実現

必要最小限の車線数の確保とコンパク
トな形状のインターチェンジ整備で、費
用を縮減しました。

新たなまちづくりと連動させ、市街地か
らのアクセスの良さや利便性を考慮し
たインターチェンジを整備しました。

ＩＣ等の
弾力的配置

水産業・商工業施設、防災拠点施設や病
院へアクセスしやすい位置にインター
チェンジを整備しました。

避難機能
の強化

災害時に復興道路が避難場所となれる
よう、避難階段を設置しました。

ＩＣＴによる
通行可能性把握

ICT（情報通信技術）によって災害時に
通行可能なルートの情報を把握してい
ます。

1 2 3

4 5 6

強靭性
の確保

復興道路・
復興支援道路
約570km

従来

見直し

4車線でICは
トランッペット型

2車線でICは
コンパクト型

市街地･集落

市街地･集落 緊急車両用出入口

病院など

防災拠点など
水産業や商工業施設

IC

IC

IC

高速･大容量通信

ICT活用のイメージ

国土交通省 東北地方整備局資料
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宮古盛岡横断道路
66km

宮古盛岡横断道路
66km

東北中央自動車道
45km

東北中央自動車道
45km

東北横断自動車道釜石秋田線
80km

東北横断自動車道釜石秋田線
80km

みやぎ県北高速幹線道路　
24km

みやぎ県北高速幹線道路　
24km

359
km

凡例
復興道路・復興支援道路

その他の高速道路

震災時点の開通区間
震災時点の事業中区間
震災後事業化区間

三陸縦貫道（釜石山田道路）

浸水域

国道45号線

三陸沿岸道路

復興まちづくり
の支援

未曽有の大災害からの復興を目指し、異例のスピードで事業化が進められました。
これまでの三陸沿岸道路の事業化から開通までの平均年数は約１８年。
震災時点で開通している復興道路・復興支援道路の延長は約１６０ｋｍで総延長約５７０kｍの
わずか３０％でしたが、震災後１０年で全線開通させることを目標に始動しました。

三陸沿岸道路

国道45号


